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　カスタマーハラスメント

STOP!

【無料で始めるカスタマーハラスメント対策　利用マニュアル（店舗向け）】
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①「STOP!カスタマーハラスメント」音声入り動画
②「STOP!カスタマーハラスメント」の音声のみ
③「STOP!カスタマーハラスメント」の A4ポスター（チラシ）データ
※ツール利用にかかわるお申込み、申告等は必要ございません。
自由にご活用ください。

＜日本ハラスメント協会は下記①～③のツールを無償提供しております＞

「STOP!カスタマーハラスメント」の音声入り動画、音声、ポスター（チラシ）
の中で説明されている下記の赤字箇所の文言
「必要に応じて店内防犯カメラの映像を連携している日本ハラスメント協会が
検証し、カスタマーハラスメントに該当するかの助言を受け、報告内容次第では
トラブルを起こしたお客様に損害賠償請求に関わる法的措置を取る場合がござい
ます。」は日本ハラスメント協会の名称を活用して、カスハラ対策を強化して
いることを示す建前での説明のため、実際は日本ハラスメント協会への報告は
必要ございません。店内防犯カメラの映像提供も必要ございません。

カスタマーハラスメント対策実施の案内ポスター（チラシ）
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お客様とトラブル発生（カスハラの疑いあり）

対策①店内モニター等に「 STOP!カスタマーハラスメント」音声入り動画を流す
対策②店内BGMを切り替えて「STOP!カスタマーハラスメント」の音声のみ店内に流す
対策③カスハラ行為者に「 STOP!カスタマーハラスメント」のチラシを渡す

・全スタッフはバックヤード等に撤収する
・異常事態が発生している空気をカスハラ行為者、他のお客様にも知らせる

・接客担当者の判断（全スタッフに判断の権限を与えるパターン）
・上司の判断（上司や同僚の 2重チェックで判断の権限を与えるパターン）

カスハラ行為者を相手にしない。店内に他のお客様がいる場合、周囲からの視線もあり、
カスハラ行為者は我に返り、冷静さを取り戻す。カスハラ行為をやめる可能性が高い。

＜全スタッフにカスハラ対策の事前研修・方針の周知は必須＞

＜誰が担当するか、事前に担当者の割り振りは必須＞

＜スタッフへの安全配慮義務の遂行＞

カスハラ対策実施の流れ
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カスタマーハラスメント

STOP!


